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「ふたばのわ」は双葉町の結びつきを

深めるためのコミュニティ紙です。

自治会・団体の活動紹介や町民同士の

新たな交流の場を取材しお伝えしていきます。

「ふたばのわ」を通して町民のみなさんの

つながりや笑い合う場を増やしていけたら。
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〜
あ
な
た
と
歩
い
た
さ
く
ら
み
ち
〜

タブレットや携
帯電話でこちら
のQRコードを
読み取ると町内
のさくらを動画
でご覧いただけ
ます

ふ
た
ば
の
イ
イ
ト
コ
再
発
見
！

双
葉
町
の
花

石田医院
町内で一番早く咲く
枝垂桜。通勤途中、美
しく咲く桜を見ながら
新年度の始まりに背
中を押してもらった。

図書館・
町民グラウンド

町民グラウンドでサッ
カーの練習をする時は、
いつも桜の木の下に荷
物を置いていた。靴の中
に桜の花びらが入ってい
ることがよくあって靴を
履きかえる時にあったか
い気持ちになった。

町
の
歴
史
・
営
み
を
見
守
り
続
け
て
き
た
、

町
の
花
『
さ
く
ら
』。

こ
れ
ま
で
各
地
に
取
材
に
行
く
中
で
、

町
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
、

さ
く
ら
の
思
い
出
を

た
く
さ
ん
聞
い
て
き
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
持
っ
て
い
る

素
敵
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
伝
え
合
い
、

ふ
る
さ
と
の
魅
力
を

再
発
見
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
本
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
写
真
は
、

  

平
成
27
年
4
月
12
日
に
撮
影
し
ま
し
た
）
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双葉中学校の北側の桜並
木。北小出身者は中学に入
ると通学路になるので、こ
の時期はいつも桜の下を
登校していた。

行政区のお花見まつりを越田遊園地（アスレ
チック）でやっていた。周知用のポスターづくり
をしたのが良い思い出。

正八幡宮神社（郡山）

双葉駅・双葉中学校 越田遊園地（アスレチック）

前田川 根小屋川

寺松公民館周辺 鴻草コミュニティセンター

寺松公民館の交差点から、東西に桜並木を作ろうと植樹していた。東側に枝垂桜、西側にソメイヨシノを植えてたんだよ。

正八幡宮神社のさくらが咲くと田植
えの時期だなと、季節を感じていた。
消防の検閲がこの時期で、毎年終わっ
た後にみんなで花見をしていた。

上羽鳥の観音堂にはよく写真
を撮りに行った。南側の土手
に面して桜が植えてあったの
で、朝日に照らされて綺麗だっ
たのを覚えている。

図書館近くから前田川沿いの桜をライトアップした時期があった。その時に床屋の林さんとBBQをやったりしたなぁ。
前田川沿いはマラソンコースになっていて、春になると花びらが舞い散る中を走っていた。

●羽鳥観音堂10
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ふ
る
さ
と
を
想
い
、

　
　
　

絆
を
深
め
る

　
双
葉
と
宮
城
の
融
和
を
目
指
し
て

　
宮
城
県
仙
台
市
を
中
心
に
活
動
す
る
双
葉
町
の

町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。名
前
は
双
萩
会

（
在
宮
城
福
島
双
葉
会
）。平
成
25
年
3
月
に
双
萩
会

は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
と
、寂
し
さ

や
悩
み
が
あ
り
ま
す
。ふ
る
さ
と
の
言
葉
で
話
を

し
、心
安
ら
ぐ
場
が
必
要
で
す
。青
葉
区
役
所
で
福

島
県
浜
通
り
か
ら
の
避
難
者
の
た
め
の
交
流
会「
福

島
交
流
会
」に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、そ

こ
か
ら
口
コ
ミ
で
双
葉
町
の
人
を
集
め
ま
し
た
」

　
そ
う
話
す
の
は
、双
萩
会
を
立
ち
上
げ
た
役
員
の

み
な
さ
ん
。

　
自
治
会
の
名
前
は
、双
葉
町
の「
双
」と
仙
台
市
の

花
で
あ
る「
萩
」の
字
を
使
っ
て「
双
萩
会
」と
し
ま

し
た
。双
葉
町
に
所
縁
の
あ
る
宮
城
在
住
者
も
準
会

員
と
し
て
入
会
が
可
能
で
す
。

「
自
治
会
立
ち
上
げ
の
際
に
は
、震
災
前
か
ら
仙
台

市
で
生
活
を
し
て
い
た
学
生
時
代
や
仕
事
の
諸
先

輩
方
に
力
を
貸
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
う
い
う
方

も
含
め
て
の
双
萩
会
。双
葉
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
人
と
の
絆
と
融
和
を
深
め
る
こ
と
も
自
治

会
活
動
の
目
的
の
一
つ
で
す
」

　
心
安
ら
ぐ
情
報
共
有
の
場

　
双
萩
会
で
は
月
一
回
の
茶
話
会
と
、お
花
見
や
芋

煮
会
な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
年
に
数

回
開
催
し
て
い
ま
す
。会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
双
葉
弁
で
気
兼
ね
な
く
話
せ
る
月
一
回
の
集
ま
り

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、昨
年
度
は
双
萩
会
の
取
り
計
ら
い
で
東
電

の
損
害
賠
償
に
関
す
る
説
明
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

数
人
が
集
ま
っ
て
開
催
す
る
こ
と
で
他
の
人
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
り
、一
人
で
は
聞
き
に
く

い
事
を
聞
け
た
り
す
る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、双
萩
会
は
よ
り
安

心
、充
実
し
た
生
活
を
す
る
た
め
の
大
事
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
若
い
世
代
に
伝
え
た
い

　
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
、宮
城
県
に
は
2
1
9

人
の
双
葉
町
民
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
は
52
名
で
す
が
、今
後
、若
い
人
も

含
め
よ
り
多
く
の
会
員
を
募
り
、よ
り
結
束
し
て
双

萩
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
役
員
の
み
な
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

「
仙
台
に
来
た
か
ら
と
言
っ
て
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史

や
文
化
を
我
々
の
世
代
で
無
く
し
て
し
ま
う
の
は

情
け
な
い
こ
と
。ふ
る
さ
と
が
ど
ん
な
も
の
か
を
若

い
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。双
萩
会
に
若
い
人
も
加
わ
り
、よ
り

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
話
を
す
れ
ば
、た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
は
ず
。何
年
先
に
な
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、い
つ
か
ふ
る
さ
と
が
再
建
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
ふ
る
さ
と

を
盛
り
上
げ
て
行
く
か
み
な
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
た

い
」

　
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い

想
い
を
持
つ
双
萩
会
の

み
な
さ
ん
の
活
動
が
、今

後
ふ
る
さ
と
の
再
建
の

大
き
な
力
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

双
萩
会

双萩会と福島交流会合同で松島散策

そ
う

し
ゅ
う

か
い
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キリンビール工場見学＆食事会

※双萩会事務局宮本孝男さんから写真提供をしていただきました

　
双
葉
と
宮
城
の
融
和
を
目
指
し
て

　
宮
城
県
仙
台
市
を
中
心
に
活
動
す
る
双
葉
町
の

町
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。名
前
は
双
萩
会

（
在
宮
城
福
島
双
葉
会
）。平
成
25
年
3
月
に
双
萩
会

は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
生
活
し
て
い
る
と
、寂
し
さ

や
悩
み
が
あ
り
ま
す
。ふ
る
さ
と
の
言
葉
で
話
を

し
、心
安
ら
ぐ
場
が
必
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で
す
。青
葉
区
役
所
で
福

島
県
浜
通
り
か
ら
の
避
難
者
の
た
め
の
交
流
会「
福

島
交
流
会
」に
参
加
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、そ

こ
か
ら
口
コ
ミ
で
双
葉
町
の
人
を
集
め
ま
し
た
」

　
そ
う
話
す
の
は
、双
萩
会
を
立
ち
上
げ
た
役
員
の

み
な
さ
ん
。

　
自
治
会
の
名
前
は
、双
葉
町
の「
双
」と
仙
台
市
の

花
で
あ
る「
萩
」の
字
を
使
っ
て「
双
萩
会
」と
し
ま

し
た
。双
葉
町
に
所
縁
の
あ
る
宮
城
在
住
者
も
準
会

員
と
し
て
入
会
が
可
能
で
す
。

「
自
治
会
立
ち
上
げ
の
際
に
は
、震
災
前
か
ら
仙
台

市
で
生
活
を
し
て
い
た
学
生
時
代
や
仕
事
の
諸
先

輩
方
に
力
を
貸
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。そ
う
い
う
方

も
含
め
て
の
双
萩
会
。双
葉
の
人
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
の
人
と
の
絆
と
融
和
を
深
め
る
こ
と
も
自
治

会
活
動
の
目
的
の
一
つ
で
す
」

　
心
安
ら
ぐ
情
報
共
有
の
場

　
双
萩
会
で
は
月
一
回
の
茶
話
会
と
、お
花
見
や
芋

煮
会
な
ど
季
節
に
合
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
を
年
に
数

回
開
催
し
て
い
ま
す
。会
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
は

「
双
葉
弁
で
気
兼
ね
な
く
話
せ
る
月
一
回
の
集
ま
り

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
」と
の
声
が
多
く
聞
か
れ
ま

し
た
。

　
ま
た
、昨
年
度
は
双
萩
会
の
取
り
計
ら
い
で
東
電

の
損
害
賠
償
に
関
す
る
説
明
会
も
開
催
し
ま
し
た
。

数
人
が
集
ま
っ
て
開
催
す
る
こ
と
で
他
の
人
の
状

況
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
り
、一
人
で
は
聞
き
に
く

い
事
を
聞
け
た
り
す
る
の
で
大
変
助
か
っ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
会
員
の
み
な
さ
ん
に
と
っ
て
、双
萩
会
は
よ
り
安

心
、充
実
し
た
生
活
を
す
る
た
め
の
大
事
な
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ふ
る
さ
と
を
若
い
世
代
に
伝
え
た
い

　
平
成
27
年
4
月
1
日
現
在
、宮
城
県
に
は
2
1
9

人
の
双
葉
町
民
が
生
活
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
会
員
は
52
名
で
す
が
、今
後
、若
い
人
も

含
め
よ
り
多
く
の
会
員
を
募
り
、よ
り
結
束
し
て
双

萩
会
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
役
員
の
み
な
さ

ん
は
話
し
ま
す
。

「
仙
台
に
来
た
か
ら
と
言
っ
て
ふ
る
さ
と
を
忘
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。先
人
が
築
い
て
き
た
歴
史

や
文
化
を
我
々
の
世
代
で
無
く
し
て
し
ま
う
の
は

情
け
な
い
こ
と
。ふ
る
さ
と
が
ど
ん
な
も
の
か
を
若

い
世
代
に
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。双
萩
会
に
若
い
人
も
加
わ
り
、よ
り

多
く
の
人
が
集
ま
っ
て
話
を
す
れ
ば
、た
く
さ
ん
の

ア
イ
デ
ィ
ア
が
出
て
く
る
は
ず
。何
年
先
に
な
る
か

わ
か
ら
な
い
が
、い
つ
か
ふ
る
さ
と
が
再
建
さ
れ
る

こ
と
を
願
っ
て
、こ
れ
か
ら
ど
う
や
っ
て
ふ
る
さ
と

を
盛
り
上
げ
て
行
く
か
み
な
さ
ん
で
一
緒
に
考
え
た

い
」

　
ふ
る
さ
と
へ
の
熱
い

想
い
を
持
つ
双
萩
会
の

み
な
さ
ん
の
活
動
が
、今

後
ふ
る
さ
と
の
再
建
の

大
き
な
力
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

タブレットや携帯電話でこちらの
ＱＲコードを読み取ると双萩会
役員インタビュー
を動画でご覧いた
だけます。
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～笑顔でみんなをつなげたい～

スマイルフォトスマイルフォト

4月16日
なこそ交流スペース
相双サロン
（いわき市）

4月15日
男遊クラブ開講式（白河市）

  4月12日
音と光り絵コンサート

（郡山市）

4月10日
県北ふたば会総会
（福島市）

4月10日
ふくしまあじさい会
（下野市）

4月9日
復興駅弁in相馬
（相馬市）

4月3日
いきいきサポートセンター

お花見（羽生市）

3月30日
いきいきサポートセンター
タブレット講習会（加須市）
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町からのお知らせ

相
　
談

不動産鑑定士による無料相談を実施しています
　福島県では、福島県不動産鑑定士協会と連
携し、不動産鑑定士による対面の相談を実施
しています。
　東京電力による宅地・建物に関する損害賠
償請求についての疑問点について、助言を聞
くことができます。
　相談できることは、『宅地、建物の賠償額の
見方や算定の方法について』、『宅地、建物の「現
地評価」の実施について』となっております。
　不動産鑑定士が評価額を算定したり、賠償
額を示したりするものではありませんのでご
注意ください。
　なお、相談には事前の予約が必要となって
おりますので、右記受付番号までご連絡いた
だきますようお願いします。

【対象者】避難指示解除準備区域、居住制限区域及び帰還困難区域に宅地、
建物を所有する個人の方で、東京電力から「請求書②」が手元に届いた方。
【相談時間】３０分（１３時から１６時３０分の間に実施）
【ご持参いただく書類】
　・（必須）東京電力が配布する「賠償金ご請求書②」（個人）一式
　・（できるだけ）写真、建設図面、工事請負書　等
※建物の写真を撮影して持参される方は、以下の点をご参考に写真を
　ご準備ください。

　　　◇建物外部の全景写真
　　　◇建物内部の部屋全体の様子がわかる写真
　　　◇賠償額に含まれていないと思われる高額な設備がある場合はその写真
　　　◇特殊な部材、建設方法を採っている場合はその部分の写真

【事前予約受付番号】☎０２４－５２３－１５０１
（原子力損害の賠償等に関する問い合わせ窓口）
【受付時間】午前８時３０分から午後５時１５分（平日） 
　※原子力損害賠償・廃炉等支援機構では、福島県外での
　　ご相談も受け付けておりますのでお問い合わせください。
　　予約受付番号☎０１２０－３３０－５４０（毎日9時～17時）

要予約・相談無料

実 施 日 実施会場(所在地)

福 島 市

郡 山 市

会津若松市

南 相 馬 市

い わ き 市

５月１８日（月）
６月１５日（月）

５月１９日（火）
６月２２日（月）

５月２８日（木）

５月２１日（木）
６月１８日（木）

５月２７日（水）
６月２３日（火）

福島県青少年会館 第8研修室（福島市黒岩字田部屋53－5）

福島県郡山合同庁舎 南分庁舎2階　第4会議室（郡山市麓山1－1－1）

福島県会津若松合同庁舎 本館1階 会議室（会津若松市追手町7－5）

福島県南相馬市労働福祉会館 会議室2 （南相馬市原町区北町537）

福島県いわき合同庁舎 仮設庁舎１階 会議室 （いわき市平字梅本15）

実施市町村

実
施
予
定
日
・
場
所

（
5
月
〜
6
月
）

宅地、建物の財物賠償手続を開始するには、市町村から送付された「固定資産課税情報の明細書」（※）を東京電力へ送付する必要がありますの
で、未送付の方は送付するようお願いします。（※南相馬市、川俣町の方は、「固定資産課税台帳記載情報の取得に関する委任状」。）

行  

事

いわき市へ避難をされているみなさまへのお願い
「春のいわきのまちをきれいにする市民総ぐるみ運動」へ
参加しませんか
いわき市では市民一人ひとりが自らの手でまちをきれいにすることを通じ、環
境美化に対するモラルの向上を図ることを目的に、毎年２回市民のみなさまによ
る清掃活動を実施しています。震災後、いわき市で生活されている双葉町民のみ
なさまにも、当運動の主旨をご理解いただき、お住いの地区のいわき市民と一体
となった協働作業への積極的な参加をお願いいたします。

【日程】
平成27年6月5日（金）～7日（日）
※雨天の場合は翌週へ延期：6月12日（金）～14日（日）
●6月5日（金）：清潔な環境づくりをする日
 （学校や事業所周辺の清掃）
●6月6日（土）：自然を美しくする日（海岸や河川の清掃）
　 みんなの利用する施設をきれいにする日
 （公園や道路の清掃）

●6月7日（日）：
　　　清掃デー（市内の全家庭周辺の清掃）

【参加方法】
①仮設住宅にお住いの方が「団体」として参加される場合
実施計画書をいわき市へご提出願います。
（詳しくはお問い合わせ下さい）
②民間借上げ住宅等にお住いの方が「個人」として参加される場合
　お住いの地区の区長や行政嘱託員、隣組長等に清掃参加の意思
をお伝えし、地区の住民と一緒に作業を実施していただきます。
　なお、地区の都合により作業日が異なりますので、事前に区長
等にご確認願います。
　また、区長等の代表者が不明な場合は、いわき市までお問い合
わせ下さい。

【問い合わせ先】いわき市役所 生活環境部 ごみ減量推進課 庶務係 ☎０２４６－２２－７５５９
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　これまでに、ふたばのわや動画制作の取材

を通じて、みなさんから双葉町の魅力をたくさ

ん聞かせていただきました。『双葉のことが好

き』。その気持ちが、みなさんの言葉ひとつひ

とつから伝わってきます。

　今月号のさくら取材は、そんな好きという気

持ちを、そっくり表現したいと思いながら臨み

ました。想い出のさくらを通じて、みなさんが

笑顔で語り合う時間が生まれたら嬉しいなと

思います。ぜひ、動画と合わせてご覧ください。

（ふたさぽ 小林）

編集後記

平成27年4月24日

福島県内

双葉町内

福島市 北幹線第二応急仮設住宅･･･････

福島市 さくら応急仮設住宅･･･････････

郡山市 日和田応急仮設住宅･･･････････

郡山市 喜久田応急仮設住宅･･･････････

郡山市 富田応急仮設住宅･････････････

いわき市 南台応急仮設住宅･･･････････

猪苗代町 上川原応急仮設住宅･････････

会津若松市 第二中学校西応急仮設住宅･

白河市 郭内応急仮設住宅･････････････

福島市 県北保健福祉事務所･･･････････

郡山市 県郡山合同庁舎･･･････････････

白河市 県白河合同庁舎･･･････････････

会津若松市 県会津若松合同庁舎･･･････

双
葉

放射線モニタリング情報

原子力規制委員会ホームページより

南会津町 県南会津合同庁舎･･･････

南相馬市 県南相馬合同庁舎･･･････

いわき市 県いわき合同庁舎･･･････

※全国及び福島県の空間線量測定結果については原子力規制委員会ホームページでご覧になれます。 ▼http://radioactivity.nsr.go.jp/map/ja/

（単位：μSv/時）

（単位：μSv/時）

0.15～0.26

0.12～0.18

0.13～0.26

0.09～0.54

0.27～0.28

0.05～0.05

0.07～0.08

0.07～0.11

0.12～0.15

0.22

0.13

0.09

0.06

0.04

0.11

0.07

新山公衆トイレ脇公営駐車場

新山公民館

双葉町歴史民俗資料館

双葉南小学校

双葉中学校

県立双葉高等学校

中央公園

双葉総合公園

双葉町役場

郡山公民館

細谷公民館

三字公民館

山田農村広場

石熊公民館

双葉町体育館

長塚二公民館

－
－
－
－
－
－
－
2.60
－
1.48
2.31
2.53
24.47
12.10
6.25
3.26

0.97
0.57
0.51
0.64
0.66
1.08
0.76
1.27
0.45
0.73
0.93
1.21
10.10
5.41
2.57
1.30

長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
長塚
羽鳥
羽鳥
寺松
渋川
鴻草
中田
両竹
浜野

双葉町青年婦人会館

町西住宅

JAふたば北部営農センター

双葉北小学校

ふたば幼稚園

双葉駅北側駐車場

双葉町児童館

上羽鳥

羽鳥公民館

寺松公民館

渋川公民館

北部コミュニティーセンター

中田公民館

両竹公民館

浜野公民館

－
－
－
－
－
－
－
1.89
1.73
3.46
1.48
4.30
0.77
0.54
0.34

2.85
0.60
8.47
2.45
2.16
0.89
0.43
0.99
0.76
1.64
0.68
2.07
0.38
0.19
0.16

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成27年
4月24日

地 区 地   点 平成24年
4月1日

平成27年
4月24日

新山
新山
新山
新山
新山
新山
新山
下条
下条
郡山
細谷
三字
山田
石熊
長塚
長塚

後世に残したい双葉町
　幼少の頃、観音様があるということは

聞いていましたが、お墓そばのうっそう

とした木の茂みの中だったため、行きた

くても怖くて見に行くことができませんで

した。やっと行けるようになったのは、観

音堂とお墓の間に道路ができてからです。

　昭和 58 年頃、やらなくなっていた盆

踊りを「目 二三会※」によって復活さ

せることになりました。それ以来、毎年

8 月 16 日には年に一度の観音様の御開帳と盆踊りを開催していました。

また、急きょ助っ人として盆踊りの太鼓を叩くことになって以来、震災前ま

で毎年太鼓を叩いていました。その時期には前田地区、町、目 の盆踊り

と盆踊りが続き、準備が大変でしたが、今となってはいい思い出です。

※「目 二三会」は目 地区の当時の 20 ～ 30 歳代で作る青年会のような

集まりです。
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